
「
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
、

市
区
町
村
と
い
っ
た
基
礎
自
治
体

が
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

い
わ
き
市
役
所
に
勤
め
る
長
谷

川
政
宣
さ
ん
は
、
こ
う
語
る
。
昨

年
三
月
一
一
日
は
、
市
庁
舎
の
三

階
に
い
た
。
建
物
が
倒
壊
す
る
か

と
思
う
ほ
ど
の
強
烈
な
揺
れ
だ
っ

た
と
い
う
。
庁
舎
で
夜
を
明
か
し
、

翌
日
は
朝
か
ら
避
難
所
に
な
っ
た

小
学
校
で
被
災
者
へ
の
対
応
に
追

わ
れ
た
。

「
届
い
た
お
に
ぎ
り
の
中
に
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た

神
戸
か
ら
の
も
の
も
。
長
崎
か
ら

は
県
、
市
の
職
員
が
、
大
型
バ
ス

で
二
〇
時
間
か
け
て
駆
け
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
」

　

い
わ
き
市
の
被
害
は
、
本
年
七

月
一
日
現
在
、
死
者
四
二
四
人
。

半
壊
以
上
の
建
物
被
害
が
約
四
万

棟
。
同
七
月
六
日
現
在
で
も
、
市

内
の
一
時
提
供
住
宅
で
暮
ら
す
人

が
約
八
七
〇
〇
人
い
る
。

「
震
災
の
と
き
、
地
域
の
支
え
合

い
に
よ
っ
て
人
的
被
害
を
最
小
限

に
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
地
域
が

あ
り
ま
し
た
。
結
局
、
日
ご
ろ
か

ら
の
顔
の
見
え
る
人
と
人
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
大
切
だ
と
考

え
、
現
在
は
高
齢
者
見
守
り
隊
な

ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

活
動
を
始
め
て
い
ま
す
」

　

長
谷
川
さ
ん
は
、
高
校
生
の
時

に
留
学
生
を
通
じ
て
、
タ
イ
に
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
創
価

大
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
会
に

所
属
、
タ
イ
の
名
門
タ
マ
サ
ー
ト

大
学
に
留
学
し
た
。
そ
の
ま
ま
大

学
院
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
た

が
、
実
家
の
事
情
で
帰
国
。

「
タ
イ
に
あ
る
国
際
機
関
で
働
く

の
が
夢
で
し
た
。
で
も
、
あ
る
先

輩
に
『
好
き
な
道
を
行
く
の
も
い

い
け
ど
、
行
く
道
を
好
き
に
な
る

と
い
う
生
き
方
も
あ
る
よ
』
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

言
葉
が
す
と
ん
と
胸
に
入
っ
て
、

あ
あ
、
そ
う
か
、
今
、
自
分
が
居

る
と
こ
ろ
で
精
一
杯
で
き
る
こ
と

を
や
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

タ
イ
の
人
た
ち
の
た
め
に
や
ろ

う
と
し
た
こ
と
は
、
い
わ
き
で
も

で
き
る
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
こ
そ

自
分
の
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

「
創
価
大
の
Ａ
棟
校
舎
正
面
に
建

つ
ブ
ロ
ン
ズ
像
に
は
、『
英
知
を

磨
く
は
何
の
た
め　

君
よ　

そ
れ

を
忘
る
る
な
』
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
も
、
常
に
『
何
の
た
め
』

と
問
い
か
け
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と

つ
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

地
域
の
絆
を
描
く
映
画
「
ふ
る

さ
と
が
え
り
」
を
自
主
上
映
す
る

チ
ー
ム
を
作
っ
た
り
、
中
学
の
生

徒
会
長
の
集
ま
り
「
い
わ
き
生
徒

会
長
サ
ミ
ッ
ト
」
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
結

ん
で
タ
イ
に
学
校
を
つ
く
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
た
り
と
、
こ
れ

ま
で
培
っ
た
経
験
や
人
脈
を
最
大

限
に
活
か
し
、
地
域
を
支
え
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
た
め
に
挑
戦

し
続
け
る
長
谷
川
さ
ん
。

「
福
島
を
『
福
』
の
『
島
』
に
し

た
い
で
す
ね
」

　

そ
の
眼
は
力
強
く
福
島
の
未
来

を
見
つ
め
て
い
る
。
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　創価大学の創立者・池田大作先生は、
世界の平和と人権を守るため、トインビ
ー博士やアンドレ・マルロー氏、ローマ
クラブのペッチェイ博士など、世界の学
識者と対話を重ねてきた。1987年には、
「現代化学の父」と呼ばれ、ノーベル化

学賞と平和賞、2つのノーベル賞受賞者
であるライナス・ポーリング博士と対談
（写真）。以後、93年まで計4回にわた
って人類が直面する諸問題を論じ合った。
この対談は『「生命の世紀」への探究』
（90年）として出版されている。

M
asanori H

asegaw
a

は
せ
が
わ
・
ま
さ
の
り
／
一

九
六
七
年
い
わ
き
市
生
ま
れ
。

八
四
年
福
島
県
立
湯
本
高
等

学
校
を
卒
業
し
、
創
価
大
学

に
入
学
。
在
学
中
、
タ
イ
の

タ
マ
サ
ー
ト
大
学
に
派
遣
留

学
。
九
二
年
い
わ
き
市
役
所

入
庁
。
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
大
学
、（
財
）
ふ
く

し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
・

シ
ン
ク
タ
ン
ク
ふ
く
し
ま
に

派
遣
。
二
〇
一
一
年
度
東
京

財
団
週
末
学
校
修
了
。
一
一

年
六
月
か
ら
現
職
。

21世紀の人間教育
輝ける未来へ―大学の使命

SOKA
Education

長
谷
川 

政
宣 

さ
ん

福
島
を「
福
」の「
島
」に
。

地
域
の
人
た
ち
に
尽
く
し
た
い

い
わ
き
市
保
健
福
祉
部

長
寿
介
護
課 

課
長
補
佐

創
価
大
学
文
学
部
卒
業

　
創
価
大
学
は
、「
学
生
の
た
め
の
大
学
」「
社
会
に
貢
献

す
る
大
学
」を
掲
げ
、「
創
造
的
人
間
」の
育
成
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。交
流
大
学
は
四
六
ヵ
国
・
地
域
の
一
三
六
校

に
及
び
、グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
や
モ
ス
ク
ワ
大
学
な
ど
に

学
生
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。卒
業
生
は
、国
際
機
関
や
法

曹
界
、教
育
界
を
は
じ
め
、行
政
機
関
、企
業
等
で
、グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
も
ち
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「地域に徹することが世界に通じる」と長谷川さん

は　
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わ

ま
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の
り

か
な
め


